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競走馬理化学研究所における
生産地関連の検査 ・研究について

競走馬理化学研究所 管 理調整室長  刀 に E日 俊
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tよじめに

公益財団法人競た馬理化学研究所 (競理研)は 、読ヽ

の公正確保の一来を担うため、「競走馬のドーピング検査」

および「軽種馬の親子判定 1回体識別の検査Jを iな 事業

として行っていますが、他にも様々な校査 研究を行ってい

まえ その中で、特に生産地に関連した校査 研 究として、

これまでに行ってきた「に種馬の判子判定J、「PCR法 によ

る馬伝染性子宮炎 (CEM)の 対H苗校査J、「新生児童壇症

予防のためのmLllR検埜」、「肺血に川いるユニバーサルドナー

のための“波検企」と、今年から新細 [開始する「lt娠馬

および空胎馬のホルモン検査」および「馬の競た能力に関

わる遺伝子校査Jに ついて紹介しまれ

軽種馬の親子判定

競馳切Fでは血統合録に不可欠な競走馬の親子判定の検

査を昭和48年から行ってきました。当初は馬のrIL液型 (赤

血球抗原型および血lFri白質型)を用いた校査で、jrlllR型

校査による親十十」定は、キⅢ定能力の指標となる父権否定率

が97%(父 馬候補100頭の中から偽の父馬砿tt97Hrを除外

できる)で した。

平成14年に検査の方法を血液■4校4か らDNA型 校査

に移行しました (図1)。DNA l!検査による親子判定は、

父椛否定率が99999%(父 馬候補100000頭の中から偽の

資馬候補99999頭を除外できる)以 上と十」定能力が著しく

向にしました。また、キJ定能力が向上したことにより、血液

型では困州Lであった複lrxのfI雄馬による配合変更 (lЩの

種雌馬に2頭以上の種AL馬を変配すること)に おける父馬

の判定も可能となりました。そして、jr■統全無の条件として、

lP来はHじ合変更を行う際のl■付間隔は極雌馬の 発 情チ明P3

(約3週出)以 上必要でしたが、DNA型 検査を導入した

ことで出隔日数に関係なく配合変更の種付を行うことができ

るようになりました。さらに、翌年 (平成15年)か ら検査材

十を血液から毛棋に変更したことにより、核体の保存が容

易になり、輸送にかかる費用もに減されました (図2)。
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種雌馬       子 馬 A

子馬 Aの DNA型 (MO)は  種 雄馬から(M)

を受け継いていると半J定できま抗 したがって

定されません。

十

子馬Bの DNA型 “N)の うち 種 雌馬から(N)型 を受け継いている

と判定できますが 種雌馬は(じ型と(ll)型のどちらも保有していませ

ん したがつ【 種雄馬と子馬 Bの規子関係は否定されま五

図 l DNA型 検査による親子判定の例
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図2 毛 根による DNA型 検査の依頼書

採取された子馬の毛根と父馬候補及び母馬の情報 (検体番号)が 記載

されていまiま た 配 合変更で生まれた子馬では 父 馬l‐補の記載は

複数になりまチ

型 種 雌馬から(0)型

これらの規子関fIは否

種雄馬

種雄馬 子馬 B
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近年は親子判定の検査と共に、声毛に関わる遺伝子検査

を行うことで、新生馬ではIInl別が困lllだった芦毛なども科

学的に判定することが可能になり、より正椛な血統登録に

役立っていま坑

PCR法 による CEMの 細菌検査

強力な伝染力をもち繁殖雌馬の受胎率低下を引き起こす

馬伝染性子宮炎 (CEM)は 、様々な関係機関の緊密な防

疫活動により、平成22年に国内清浄化が確認されました。

競理研ではJRA競 走馬総合研究所栃木支所の指導を受け

く PCR法 によるCEMの 細菌校査体制を碓立し、CEM

清浄化対策fL進事業およびCEM清 浄化確認事業の一環と

して、平成17年より生産現場からの依頼を受けてCEMの

細菌検査を行ってきました (図3)。国内清浄化後も、海外

からの侵入防止および蔓延防止の事業に加え、自衛防波で

行われるCEMの 細歯検査についても当初F究所で依頼を受

けており、CEM防 疫対応の一翼を担っていま抗

図3 PCR法 による伝染性子自炎 (CEM)の 細菌検査

Pos CEMI日 菌の陽性コントロ判レ

Sl～6!検 査検体 (全での検体で検査結果は陰性)
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新生児童疸症予防のための抗体検査

母馬と子馬の血液型の組み合わせによっては、妊娠し

た母馬の体内で指児の赤血球に対する抗体ができること

がありま丸 その様なケースでは、出生後に子馬が母馬の

初乳を飲むと、初乳に含まれている母馬の抗体によって子

馬の赤血球が壊されて、子馬に散しい浴血性の貧血と☆

壇様症状を引き起こします (新生児童垣症)。新生児責壇

の発症を予防するためには、予め妊娠中の母馬における

抗体の有無ならびに抗体術を検査して、一定水準以上の

抗体価が認められた際には、その母馬の初乳を子馬に飲

ませない処置を行いま先 競理研では生産牧場からの依

頼により、新生児黄壇の発症を予防するために、妊娠馬

の血清中に含まれる抗体価を調べる検査を行っていま先

輸血に用いるユニパーサルドナーのための血液検査

先に記した新生児求疸などの輸血が必要な病気を治療す

る場合、輸血の不適合を起こす赤血球抗原型を持っていな

い馬の血llEであれば、全血輸血が可能となりま坑 その様

な血紋型を有する輸血用の馬をユニバーサルドナーと呼へ

輸血が必要となる臨床現場では、ユニバーサルドナーの紫

養が求められていま丸 競理研ではユニバーサルドナーとし

て使用できる馬を見出すために、候補となる馬の血蔽型の

検査を行い、ユニバーサルドナーに適しているか否かの判

定を行っていま汽 これまでのところ、軽fPI馬のユニバーサ

ルドナーとして使える血蔽型をもつ馬は、ハーフリンガー極

のようなサラブレッド種以外の品種で多くみられていま丸

妊振馬および空胎馬のホルモン検査

妊娠した馬では、妊娠経過に伴い母馬の卯巣および胎

子 胎 盤系からステElイドホルモンであるプロジェスチンや

エストロジェンが大量に分泌されま丸 これらのホルモンは、

妊娠の維持および胎子の発育に重要な作用を持つと考えら

れていま抗 また、江娠馬の血中ホルモン濃度は、胎子の

状態や胎嫌機3とと密接に関係しており、胎子や胎盤の状態

をす巴握するための有力な指標になると考えられま抗 そして、

異常なホルモン濃度を示す妊娠馬では、胎子や胎盤に異

常が生じている場合があり、早期流産や胎盤炎などを発症

している可能性が考えられま坑 代表的なプロジェスチンお

よびエストロジェンであるプロジェステロンおよびエストラジ

オールについて、妊娠経過に伴う血築中濃度の変化を図4

に、妊娠の各ステージに 振日齢)に おける濃度の基準値
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図4 妊 娠局における血装中ブロジェステロンおよびエストラン

オリ レ濃度の変化

血中プロジェステ臼ン濃度は 妊 坂初期から中期にかけて高くなり、中

期から後期にかけて低くなつた後 分 娩直前に再び高くなりまチ 血中

エストラジオール濃度は 中 期から後期にかけて著しく高くなりまあ

― プロジェステロン ー エストデ オール

=貿トユース



を表1に示しました。これらの値から大きく逸脱した濃度を

示す妊娠馬では、胎子および胎盤について詳細な検査を行

い、必要に応じて治療を行うことが推奨されま丸 このよう

に妊娠中のプtrジェステロンおよびエストラジオール濃度の

測定を行うことは、異常の早期発見や治療に有用であると

考えられま坑

また、前年に受胎しなかった雌馬 (空胎馬)に おいく

卯巣の動きを確認する目的で、血中のプIIジェステコン濃度

を調べることがありま坑 プロジェステロンFま排卵後に発達

する黄体から分泌されるため、血中プロジェステtlン濃度の

上昇は排卵した後に黄体形成が行われている、つまり発信

が回帰していることがわかりま抗 卯巣の】犬態 (ワF胞発育や

黄体形成)を 調べるために、超音波や触診による直腸検査

は確実な方法ですが、直腸検査を坂繁に行うことは人にも

馬にも負担であるため、血中ホルモン濃度の測定も右用な

検査法の一つで抗

競理研ではJRA日 高育成牧場生産育成切F究室の協力を

得て、血中(血策中)プ ロジェステロンおよびエストラジオー

ル濃度を検査する体制を整えており、今年 (平成25年)か

ら妊娠馬や空胎馬などのホルモン検査を受け付けていまれ

衰1 妊 振日齢に伴う血策中ブロジェステロンおよびエストラ
ジオール濃度の基準値

妊振馬における妊振期間中のブロジェステ回ン濃度

馬の競走能力に関わる遺伝子機査

近年、競走馬のDNA研 究においく 競走馬の距離適性

(短距離タイス 中距離タイス 長距離タイプ)に ミオスタ

チン遺伝子という筋肉の発達に関わる遺伝子が関与してい

ることが明らかになりました。サラブレッド種の集団におい

てミオスタチン遺伝子はC/C型 、C/T型 、7T型 の3種

類が知られており、C/C型 の馬は短距離タイス C/T型 の

馬は中距離タイス 7T型 の馬は中 長 距離タイプの傾向

が統計的に示されています (図5)。この様な距離適性に関

わる遺伝子を調べることにより、子馬では育成や説教の方

鉢 繁殖馬では配合の検討に役立つと考えられま丸 欧米

においては、ミオスタチン遺伝子以外にも競走能力に関わる

遺伝子群の検査も行われており、馬の市場では予め遺伝子

情報を調べて、購入する馬や値段を決めるような事も行われ

ているようで抗

ミオスタチンの遺伝子検査については、アイルランドのエクイ

ノム社が特許を取得していま丸 競理研はエクイノム社とラ

イセンス契約を結ぶことで、ミオスタチン遺伝子検査を事業

として行う体行Uを整え、今年から検査を開始する予定で曳
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競走距離 (メートル)

(荷保等 2009)

妊娠馬における妊娠期間中のエストラジオール濃度

(TOZAKlet al Animat eene“ cs v。143 P42522012)

図5 ミ オスタチンと競走適性との関連性

ミオスタチンの3種類のタイプと距離適性 (1岩時の走行距離)と の間

に 抗 計的に有意な関連性を認めています。

*ミオスタチン(筋抑制因つ と競走馬の距離適性、戸崎晃

明、BTCニ ュース89号、P13■ス2012を参考にして下さい。

妊娠日齢 濃度 (ng/mL) 臨床的意義

14   154 63-170
低い濃度では早期流産の可能

性があります。

154-- 301 2つ～ 48
高い濃度では胎子 胎 盤系に

異常のある可能性があります。

301 ～ 312 50-ヤ  157 分擁時期の指標となります。 雌馬

C/C型 (短距離)

C/T型 (中距離)

T/T型 (中 長 距離)
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妊娠日齢 濃度 (pg/mL) 臨床的意義

171 ～ 190 225  以 _L この時期に低い濃度を示した

個体は胎整炎の発症や胎子に

異常が生じている可能性があ

り、特にブロジェステロン濃

度が高い場合にはリスクが高

くなります。

191 ～ 220 3 1 5  以 上

221  250 3 6 0  以 上

251～ 300 450  以 _し

(長憶等 2010)
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おわりに

歳馬の根幹は新たな競走馬を生み出す生産地にあること

は言うまでもありません。そして、生産地の現場には様々

な問題や要望があると思いまれ 競理研はこれまで“統登

録や生産地に関連する病気の研究を数多く行い、それらの

成果を基にして検査を実施することで、現場のユーズに応

えてきました。また、 ll外の動向についても情報を収集し、

DNA型 による親子十u定やミオスタチン遺伝子診断なム ロ

際的な流れに遅れを取らないように対処していま
ヤ
五 今後も

生産地の声に耳を傾けて、可能なFRり現場の要望に応えら

れるよう努めていきたいと思いま抗

BTCニ ュース第91号 の訂正について

誤)

P7 や さしい育成技術 (1)

「デンタルケアのすすめJ

の図3と図4において、図と

タイトルが逆になる誤りが有

りましたので、訂正してお託

び申しあげま
ヤ
義

図 3 Step

図 4 Wave

図4 Wave

図3 Step

Oβ 宵年ニユース


